
食用ゆりのウイルスフリー化技術

輔 き部

1.背 景とねらい

近年、野菜に対する高品質化の要求と多品ロイは 各地で良質な地域特産品目

の青品化が進められている。その一つとして、金ヶ崎町や西根町で食用ゆりが栽培さ

れているが(食 用ゆりはその収量性、品質等からウイルスフリーの種球が必要とされ

ており、現地からフリー化技術の開発を要望されていた

そこで、墓頂培養法による食用ゆりのウイルスフリー化技術について検討した

2.技 術の内容

1)葬

位)ウ イルスフリー化のための基礎培地としては、Murasige&Skoog培 地を用い

る。

(2)添 加ホルモンは、NAA O。 1～1.防ジ″、BA O。 l mg/″とする。

ほ)茎 頂Ⅲよ 0.抽 前後の大きさの組織とし、無菌的に摘出、置床し、培養する。

四 壌 照度は、2000-3000hx、 16hr.D.L.とする。綾 は物モ前後とする。

6)約 2～ 3ヶ月後に小球が形成される八 小球が3直程度の径になる頃を目安に

頼化する。

(6)距 化は無菌の人工培土 (パーミキュライト等)を 用いて約 lヶ月FE■通宜1000

倍の液肥 (ハイポネックス、6-6-6等 )を 与えて肥培する。人工培土に移植

後 1週間程度躍 く速光し、徐々に慎らしていく。

仔)そ の後、3号 ポットに移植し、網室内で生育させる。

妙 ウ イルス齢

(1)培 養植物の生葉約 lgを 取り、リン酸緩衡液 (PH 7.0)10ccを加えてすりつぶ

す。

〔2)醐 メッシュのカーボランダムを網室内で育成した子旨標植物の葉にふりかけ、

その部分を、すりつぶした液をつけた綿棒で2～ 3回軽くこする。

(3)約 2～ 3週間、観察を続け病徴から判定する。

(41全 ての作業を網室内で行う。
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勧 フ リーfヒの盤

(1}キ ュウリモザイクウイメレス CW)、 カンキツタターリーフウイルス (研LV)

についてフリー化と判定された個体の生育は優れ、培養2年目で平均球重は非

フリー球の約 1.研覇期亀 期待できる。

つ 通 応地域 県下全域 (種苗センター等、培養施設を有す剛 長 団体)‐。

3.す諄竪上の申

1)材 料とする球は、大きい球よりも、りん片小球 (瑞偽約1制程度)を 用いると、基

頂の摘出が容易である。りん片小球は、オガクズや、パーミキュライトを用いて容易

に形成させることが可能である。

妙 申 の嚇 出特に腰 ない。

9 ウ イルス検定時に1去器具や手の消毒を必ず行う。

0 ウ イルス検定tよ事前に朝 予難 充分に観察し、一般的なウイルス症

状を示す (モザイク、縮葉)個 体は除く。

D ウ イルス検定換特定のウイルスについてフリーと確認された個体は、その後リン片

利用による増殖を行う力ヽ 増殖中のウイルス感染を防ぐために、増殖は縮室内でイ子う。

0 ほ 場定植したウイルスフリー球は ほ場段階でウイルス症状を示す場合もあるので、

それらは随時抜き取り、棚 種球としては使用しない。

つ ウ イルスフリー球における桂産力動果の持境性については、特に研究例がない

力く慰ね2世代までが有効とされている。

4_当 認 に係叡形導超発

食用ゆりの茎預格養による無病苗の作出 K60～1)

5.豹

野語剤駒路認腰:農 水省駆諸鵡融981日 麟鍵沖央品調虻遇)
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